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　Abstract : Former】y, the authors have examined about ａ percolating flow problem under
the floating･type dam with the inclined sheet pilings built on ａ permeable layer of finite
depth. In the previous paper, we discussed the quantity of seepage for above case. This
paper describes the influence of the situation and the angle of the inclined sheet pilings
on uplift pressure under the dam. Ａ conformal mapping technique is used and solution
about vertical sheet pilings is developed, since the solution about inclined sheet pilings
were described on previous paper.　Numerical computations are done about two examples
of angle. Results are compared with the case of vertical sheet pilings.　It is recognized
that the most efficient method for decreasing of total uplift pressure is by setting the
vertical sheet pilings on the end of the up-stream side of dam;
　Ｉ．ま　え　が　き
　透水性地盤上の低堰堤下を流れる浸透流の問題について，筆者等は以前より論じてきた。前報1’
では，上・下流方向に無限で下方に有限な透水性基盤上に設けた低堰堤下部に傾斜止水壁を設置し
た場合の，地盤内の浸透流量について考察を行った。ここでは，上記の場合の，低堰堤下部に作用
する揚圧力について論じることを目的とする。解は等角写像法により求め，数値計算を行う。
　Ｈ．理論的解析
　上・下流方向に無限で下方に有限な透水性地盤上に設けた低堰堤底面に，下流側水平面とπ/3
の傾斜を為す止水壁のある浸透流の問題に関する理論的解析は前報1)で展開したので，ここでは，
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止水壁が下流側水平面とπ/2をなす鉛直止水壁の場合,についでの解法を簡単に述べることにする。
　図一１に示される実平面を複素平面で表わしたｚ一平面(図一2(1))をｔ一平面(図一2(2))に
写像す･ると，-その関係はSchwarz-Christoffelの変換把より，
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　また, (4)'式と1＝ｒ十is, C=f十切とから，
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これを(8)式に用いれば，
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を得る。従って，βの値を仮定すると, (4)式によってαの値が定まり, (7), &])式によってA, B
が定まり，∂1，∂2も求まるからごμの値が決定される。従って，所要のｃﾉｄになる様なβを求
めることができる。
　次に，揚圧力を考えるには，ｒ≦- 1 , s=0と，ｒ≧1十〇, s= 0の場合を考慮すればよい。従
って，この場合はいずれもη＝－０である。よってりは，
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となり，これからりの値が求まる。
以上から，り，ｒ。か定まると，Z一平面のA, B, F, Gの４点がど一平面の４点に対応するよ
うに変換する。以下の手続きは，前報に示されたと同様に，ω一平面を介してｚ一平面上のφ，φが
求まるので，以下は省略する。　　　　　　　　　　　　11　　　　　　　1
　Ⅲ．計算結果とその考察
　低堰堤の底面幅6 = 1.0,止氷壁の長さ<: = 0.25,止氷壁と下流側氷面とのなす角をα7r，透水
性地盤の深さをｊ，止水壁設置位置と構造物底面上流端の距離をαとし, dih, alb.αの違いに
１。
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より，揚圧力にどの様な影響を及ぼすかを比較検討した。ここでαは, 1/3, 1/2, 2/3の３例を対
象とし，各例について，dlbとして，０ふ0.75, 1.0, 1.25, 1.5, 1.75, 2.0, 2｡5，3｡0｡4.0,
5.0の11通りをとり，各dlbについてａｿｂを0.0からO‥1毎に1.0まで11通りについて計算を行っ
た。
止水壁設置位置による揚圧力分布
　透水性地盤の深さ及び止水壁の傾斜角が一定のとき，止水壁設置位置による揚圧力分布の差異を
調べた。ここではdib= 1.0として，αが1/3, 1/2及び2/3の場合についてaZbによる揚圧
力の分布を示したのが図¬３である。
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図一３　止水壁の設置位置による揚圧力分布
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　これらから次のことか示される。即ち，α= 1/3の場合には，止水壁設置位置の上流側底面に作
用する揚圧力分布は止氷壁設置位置によって大きな差異はないが，止水壁の下流側底面に作用する
揚圧力分布は，止水壁の設置位置か下流になるにつれて大きく低下する傾向がみられる。　α= 2/3
の場合は，止水壁の上・下流側でこの関係か逆となる。α＝1/2の場合には，止水壁設置位置によ
る止水壁の上・下流側底面に作用する揚圧力分布の変化の様子は対称的である。
　2.止氷壁の傾斜角による揚圧力分布　　　　　　　　　　　　　，一
　透水性地盤の深さ及び止水壁の設置位置を一定とし，止水壁の傾斜角の差異による揚圧力分布へ
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図一４　止水壁の傾斜角による揚圧力分布
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の影響を調べる｡ために, dlb=＼.^とし，alb= 0.0, 0.3及び0.5の場合について，αをパラメー
夕として揚圧力分布を示したのか図一４である。　　　　　･.I
　図一4(1)に示される，止氷壁が上流端にある場合には，止氷壁の傾斜角による揚圧力分布に大き
な差異は無いが，図一4(2), (3)の様に止水壁か中央部に設置されると，その傾斜角による揚圧力分
布の差異が目立つ様になる。解の対称性から，止水壁を下流端に設置した場合の傾向は，上流端に
設置した場合と同様であるから，傾斜角の違いによる揚圧力分布の差異は，止水壁を上・下流端に
設置した場合には顕著でなく，中央部に設置した場合に，影響が比較的大きく現われると言える。
　3.止水壁の傾斜角による全揚圧力
　得られた揚圧力分布より全揚圧力を求め，止氷壁の傾斜角及ぴ透水性地盤の深さの違いか全揚圧
力にどの様な影響を及ぼすかを，止氷壁の設置位置毎に示したのか図･－ ５である。
　これらの図から以下のことがわかる。即ち，止水壁か構造物底面上流端に設置された場合，透水
性地盤の深さに関係なく，αが1/2と2/3の場合で全揚圧力はほとんど同じであり，αが1/3の場合
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よりも小さいが，止水壁の設置位置が中央に近づくにつれて，αが1/2と2/3の全揚圧力の差異が現
われ，α/&が0.2～0.8では，αが2/3の場合が全揚圧力が大きく，次いで，αが1/2, 1/3の順とな
る。止氷壁が下流端に設置された場合には，αが1/2と1/3で全揚圧力がほぽ等しく，αが2/3の場
合かそれらより小さくなる。また，止水壁が底面中央より上流側に設置された場合は，止水壁の傾
斜角に関わりなく，全揚圧力はdih *50.5～2.0程度までは比較的急激に増大するが，dlbが2.0
以上になると，その増加はほとんどみられなくなる。中央部より下流側に止水壁が設置された場合
には，逆に，dib　＊ｎ.0までは急激に仝揚圧力が減少し, dihが2.0以上になるとほとんど減少しな
い。さらに，止氷壁の設置位置が中央の場合は，いずれの傾斜角の場合も，全揚圧力は透水性地盤
の深さに関係なく一定である。　また，全揚圧力が最小となるのは, a/6 = 0.0即ち，上流端に1/2
7r，あるいは2/泗の傾斜角で設置した場合である。
　次に，αが１／２の場合の全揚圧力に対する，αが1/3と2/3の場合の全揚圧力の比と止氷壁の設
置位置との関係をｄ/b= 1.0と2.0の場合について示してみると図一６の様になる。
　これらの図から，傾斜止水壁とすることによって全揚圧力軽減の効果か期待されるのは，αが
2/3の場合にはalbが0.9～1.0,即ち，下流端近傍に設置する場合に限られており，全揚圧力軽
減の効果も顕著でない。次いで，αが1/3の場合は, alhが0.15～1.0で，鉛直止水壁とするよりも
全揚圧力が軽減されるか，軽減の割合が最も大きいのがαμ＝0.6付近で，４％程度である。
　IV.ま　と　め
　上・下流方向に無限で，下方に有限な透水性地盤上に設けられた低堰堤底面に傾斜止氷壁を設け
た場合，低堰堤底面に作用する揚圧力が鉛直止水壁に対してどの様になるか，検討を行った。その
結果を要約すれば次の様である。
　①全揚圧力を最小にするには，低堰堤底面上流端にa = 2/3あるいは1/2の止氷壁を設ければ良
い。従って，上流端に設ける場合には，全揚圧力軽減の目的のためには，施工上の容易さからも鉛
直止水壁が適当である。
　②止氷壁を下流端に設置する場合には, ≪= 2/3の場合か，鉛直止水壁よりも全揚圧力軽減に若
干効果かおる。
　③α/&＝0.15～0.9では, a = l/3の傾斜止水壁が，②の場合より，全揚圧力軽減に効果かある。
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